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The Relationship between Inter-brain EEG Synchronization and 
Stability of Interpersonal Coordination during Anti-phase Tapping
 ut
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Functional analysis of the Radmis gene in neural stem cells





























　神経幹細胞と 2 に対して、 m の強制発現を行なっ
た。更に、 le、 l処理により、微小管の脱重
合と脱重合阻害を行った。また、免疫染色により内在性の
m 、 u ul n、 ment nの可視化を行った。その後、
顕微鏡下での m 、 u ul n、 ment nの局在を観察
し、 m の強制発現、試薬処理による影響を調べた。
　 2 での m の強制発現により、核付近に局在する
ment nに束化が確認されそのネットワークに異常が生
じた。また強制発現した m は un l n を示し、






制発現時の m の局在変化は内在性 m の局在変
化によるものであることも明らかとなった。また、微小管

























LSTM と MEG を用いた日本語スピーチ聴取中の
言語予測に関連する脳領域の同定
Identifying Brain Regions Related to Word Prediction
During Listening to Japanese Speech by Combining LSTM and MEG
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Identification of D-amino acids capable of enhancing the autophagic flux and 
elucidation of their molecular mechanisms in human intestinal epithelial-like cell lines
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を有する en l l n neではその活性化作用は認めら
れなかったことから、側鎖のベンジル基へのヒドロキシ基
付加体は、オートファジー活性化に重要な化学構造と考え





















索として、 em ne nt  を用いて37種類の
キナーゼのリン酸化レベルを網羅的に解析した。その結果、
アミノ酸処理した細胞では、共通してオートファジー制
御に関わることが報告されている 1と 1 2のリン
酸化レベルが低下することが示された。
　オートファジー活性化作用においては、 アミノ酸側鎖
における構造が重要な役割を担っていることを明らかにし
た。さらに、m 1シグナルを介さずに 1や
1 2シグナルによりオートファジーを制御する可能性
を見出した。本研究は、 型のαアミノ酸の有するオート
ファジー活性における構造特性の科学的知見を提供した。
